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　日頃より正和会の活動に対してご理解ご協
力を賜り誠にありがとうございます。新型コ
ロナウイルスが猛威を振るい始めて３年が経
ち、現在は円安や物価高騰など、決して良い
社会情勢とは言えない状況であります。その
ような中ではありますが、正和会全員元気に
活動をしています。
　本年４月よりこども家庭庁が設置されます。
国や都においても子育て支援策が大きく変化
しようとしており、福生市においても子ども
政策課を新設し、更に子育て支援策を強化し
ていこうという状況であります。正和会とし
ても、昨年末に提出した「令和５年度福生市
政に関する要望書」の中で「子育て支援策の
更なる強化」ということを重点要望事項とし
ました。子育てをしている市民の皆様の環境
をより良いものにしていくよう強く求めてい
きます。
　今期の任期が残り少なくなっていますが、
任期満了まで正和会、一丸となって福生市の
ために頑張ってまいります。

　福生市議会 正和会　会長 武藤 政義

　正和会では、快適な道路・歩道等の実現を目指し、市内
の整備・補修・改善について要望しています。

　正和会では、令和５年度
の市政に関する要望を下記
のとおり行いました。
　市民のみなさんが、安全
で安心して暮らせる環境を
更に進めてまいります。

１．福生都市計画道路３・３・３の１号新五日市街道線の拡幅整備事業促進
　　（国道16号線と五日市街道との交差点接続調整を含む）
２．福生都市計画道路３・４・２号志茂中央線（多摩橋通り）の整備促進
３．福生都市計画道路３・３・30号武蔵野工業線（産業道路）延伸の促進
　　（地域住民への理解の促進）
４．主要地方道29号立川・青梅線（新奥多摩街道）の歩道整備及び電線

類の地中化の促進
５．主要地方道29号立川・青梅線（奥多摩街道）熊野橋歩道橋の点検・

整備補修
６．都道165号伊奈・福生線（あきる野市側）の圏央道インターへのアク

セス道路としての整備促進
７．都道の道路照明灯のＬＥＤ化の推進
８．都道歩道の根上がりによる段差の解消とインターロッキングの緩み

点検及び補修
９．志茂中央線整備事業

及び武蔵野工業線延
伸事業の完成に伴う
多摩橋通り原ヶ谷戸
第二交差点周辺の渋
滞対策

10．主要地方道７号杉並
・あきる野線（睦橋
通り）の渋滞緩和

１．安全、安心なまちづくりの推進
（１）新型コロナウイルス感染症対策の推進
（２）風水害及び震災対策の強化
（３）自主防災組織の支援強化
２．少子高齢化対策
（１）子ども・子育て支援事業計画（第２期）

の着実な推進
（２）子ども家庭庁設置に伴う、子育て支援

策の更なる強化
（３）幼稚園、保育園等への支援の充実
３．学校教育の充実
（１）学力向上策の推進
（２）新型コロナウイルス感染症に伴う児童
　　　・生徒の安全対策
（３）いじめ、不登校対策の強化
（４）幼保小中の連携
（５）特別支援教育の推進
（６）通学路の安全対策（交通安全・防犯・

防災の観点から）
（７）我が国と郷土を愛する心を育む教育の

推進

４．都市基盤整備 
（１）東福生駅のバリアフリー整備
（２）福生駅西口地区再開発事業の支援
（３）都市計画道路３・３・３の１号線（新五

日市街道線）の拡幅推進
（４）都市計画道路３・４・７号線（富士見通

り）の整備促進
（５）ＪＲ踏切の安全な歩道の確保
５．商工業対策の充実
（１）新型コロナウイルス感染症に関わる経

済対策の充実
（２）中小商工業振興対策の強化
（３）商工業の次世代への継承支援
６．横田基地対策
（１）新たな交付金の確保
（２）低空飛行対策及びこれにより生じる諸

課題への迅速な対応
７．その他
（１）SDGsを意識した施策への取組み
（２）DXの更なる取組み
（３）福祉バスの利便性向上

ご　挨　拶

安全・安心な市民生活を守るため全力を尽くします！！

▲議員の写真―左から︰山崎貴裕・佐藤弘治(総務会長)・小澤芳輝(会計)・清水義朋・武藤政義(会長)・串田金八・幡垣正生(政調会長)・小林　貢・石川義郎

令和５年度　東京都への要望 令和５年度　福生市政に関する要望

《 主 な 重 点 要 望 事 項 》

《 主 な 重 点 要 望 事 項 》

▲加藤市長へ「市政に関する予算要望書」を提出

▲産業道路の現在の様子
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日
時
：
令
和
４
年
10
月
13
日
㈭
、

　
　
　

14
日
㈮

会
場
：
長
崎
県
長
崎
市
「
出
島

メ
ッ
セ
」

　

第
84
回
全
国
都
市
問
題
会
議

が
３
年
ぶ
り
に
開
催
。
テ
ー
マ

は
「
個
性
を
生
か
し
て『
選
ば
れ

る
』
ま
ち
づ
く
り
～
何
度
も

訪
れ
た
い
場
所
に
な
る
た
め
に

～｣

。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
関
係
人
口

で
、
関
係
人
口
と
は
、
短
期
間

の
交
流
や
観
光
と
い
う
関
わ
り

方
で
は
な
く
、
ま
た
長
期
間
暮

ら
し
続
け
る
定
住
と
い
う
関
わ

り
方
で
も
な
い
。
そ
の
間
に
あ

る
新
し
い
地
域
と
の
関
わ
り
方
。

　

主
報
告
「
長
崎
市
の
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
で
長

崎
県
長
崎
市
長 

田
上
富
久
氏

は
、
今
一
度
、
ま
ち
の
価
値
を
見

直
す
こ
と
で
、
人
を
引
き
付
け

る
魅
力
と
新
し
い
時
代
の
多
様

な
都
市
の
在
り
方
が
見
え
て
く

る
。
全
国
の
先
駆
で
あ
る
「
ま
ち

あ
る
き
」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

住
ん
で
い
る
市
民
が
気
づ
か
な

い
地
域
資
源
の
価
値
に
気
づ
き
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
一
般
報
告
「
地
域
と
の
新
し
い

か
か
わ
り
方
・
関
係
人
口
」
で
は
、

鳥
取
大
学
地
域
政
策
学
部
准
教

授 

田
中
輝
美
氏
が
関
係
人
口
の

重
要
性
に
つ
い
て
報
告
。
関
係

人
口
と
い
う
新
し
い
か
か
わ
り

方
は
、
若
い
世
代
と
の
相
性
も

良
い
。
地
元
住
民
に
交
じ
っ
て

地
域
・
集
落
の
年
中
行
事
な
ど

に
参
加
す

る
仕
組
み

だ
け
で
は

な
く
、
希

望
に
合
わ

せ
て
地
域

の
一
員
と

し
て
得
意

な
事
や
好

き
な
こ
と
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

２
日
目
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
は
「
人
口
減
少

先
進
地
の
挑
戦
～
フ
ァ
ン
と
共

に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
～
」

で
岐
阜
県
飛
騨
市
長 

都
竹
淳
也

氏
も
関
係
人
口
に
つ
い
て
報
告
。

　

移
住
は
し
な
く
と
も
、
心
を

寄
せ
、
力
を
貸
し
て
く
れ
る
方

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
地
域

の
力
と
な
る
。
そ
う
し
た
考
え

か
ら
２
０
０
７
年
に
「
飛
騨
市

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
。
会

員
数
は
２
０
２
２
年
７
月
現
在

で
９
９
０
０
人
を
突
破
し
て
お

り
、
海
外
在
住
の
方
も
い
る
。

会
員
の
中
か
ら
自
主
的
に
飛
騨

市
に
来
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
手
伝
う
者
も
あ
ら
わ
れ
た
。

現
在
は
、
手
伝
っ
て
も
ら
い
た

い
地
域
の
課
題
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

化
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
掲
載
し
、

参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
あ
る

「
関
係
人
口
」
と
い
う
概
念
と

そ
の
活
用
は
「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
、

人
口
減
に
向
か
う
基
礎
自
治
体

が
求
め
る
解
決
策
の
一
助
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
研
究

し
て
い
き
た
い
。

日
時
：
令
和
４
年
10
月
19
日
㈬
、

　
　
　

20
日
㈭

会
場
：
長
野
県
長
野
市
ホ
ク
ト

文
化
ホ
ー
ル 

　

地
方
議
会
に
は
、
経
済
社
会

第
84
回

全
国
都
市
問
題
会
議

の
急
速
な
構
造
変
化
を
背
景
に
、

多
様
化
す
る
民
意
の
集
約
と
市

政
へ
の
反
映
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
が
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

よ
り
議
会
と
住
民
と
の
間
で
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可

能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、｢

デ
ジ
タ
ル
が

開
く
地
方
議
会
の
未
来
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
地
方
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
意
義
と
課
題
や
、現
場
の

取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
基
調
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
る
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
日
本
の
経

済
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
成
長

し
て
い
な
い
。
特
に
東
京
の
経

済
が
成
長
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
出
生
率
は
最
下

位
で
、
人
口
は
増
え
て
い
る
も

の
の
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
下
が
っ
て
い
る
。

諸
外
国
と
比
較
す
る
と
給
料
が

安
い
と
い
う
現
実
の
中
、
選
ば

な
け
れ
ば
仕
事
は
い
く
ら
で
も

あ
る
が
、
人
手
不
足
の
状
態
が

続
い
て
い
る
の
も
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
を

打
破
し
て
い
く
に
は
Ｄ
Ｘ
の
推

進
が
大
き
な
鍵
と
な
っ
て
く
る
。

と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、｢

選
ば
れ
る
」

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
都
市
自

治
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
題
し
て

討
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
内
容
で
は
、

「
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と

で
経
済
は
必
ず
良
く
な
る
」
と

い
う
こ
と
や
、｢

人
々
の
生
活

を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
変
革
す

る
こ
と
こ
そ
、
住
民
の
福
祉
の

増
進
、
つ
ま
り
、
自
治
体
の
大

き
な
目
的
な
の
で
あ
る
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

挑
戦
し
て
い
き
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
議
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

入
間
川
に
こ
に
こ
テ
ラ
ス

及
び
ジ
ョ
ン
ソ
ン
タ
ウ
ン

第
17
回

全
国
市
議
会
議
長
会

　
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

旧
ヤ
マ
ジ
ュ
ウ

　
　
　
田
村
家
住
宅

　

今
回
の
正
和
会
だ
よ
り
で
は
、

行
政
視
察
に
関
す
る
内
容
を
多

く
掲
載
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
実
施
が
困
難
で
し
た

が
、
漸
く
、
会
派
や
委
員
会
等

の
視
察
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
に
は
、
１
７
１
８
の
市

町
村
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢

社
会
の
到
来
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ

禍
、
さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
世
界
経
済

へ
の
影
響
等
に
よ
り
、
程
度
の

差
こ
そ
あ
れ
、
基
礎
自
治
体
の

運
営
は
、
何
処
も
大
変
厳
し
い

状
況
で
す
。

　

そ
の
様
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
は
、
知
恵
を
絞
り
、
限

ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す

る
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
学
び
、
地
元
に
そ
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
活
か
す
。
こ
こ
に

行
政
視
察
の
要
諦
が
あ
り
ま
す
。

一
見
す
る
と
地
元
に
は
関
係
の

な
さ
そ
う
な
取
組
み
の
中
に
も
、

参
考
に
な
る
市
町
村
の
取
組
み

は
、
数
多
く
あ
り
ま
す
。

苦
心
の
末
に
生
ま
れ
た
遠
い
ど

こ
か
の
先
進
事
例
が
、
別
の
ど

こ
か
の
自
治
体
に
活
か
さ
れ
、

市
民
満
足
や
地
域
の
再
生
に
つ

な
が
る
・
・
・
。
一
つ
の
優
れ

た
施
策
は
、
多
く
自
治
体
を
救

う
の
で
す
。

　

地
に
足
を
つ
け
、
広
い
視
野

を
も
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
議
員
に
は
必
要
で

す
。
研
鑽
を
積
み
、
市
政
発
展

の
た
め
に
、
正
和
会
、
一
丸
と

な
っ
て
力
を
尽
く
し
ま
す
。

  

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

編
集
委
員
長　

佐
藤　

弘
治

　
　
　

委　

員　

小
林　
　

貢

　
　
　

委　

員　

石
川　

義
郎

類
と
分
別
・
３
Ｒ
」
な
ど
そ
の

他
多
く
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。
職
員
の
話
に
よ
る
と

小
学
校
４
年
生
の
社
会
科
見
学

で
は
、
主
に
６
月
、
10
月
に
見

学
が
行
わ
れ
通
常
で
は
１
５
０

０
名
の
児
童
が
来
所
。

　

コ
ー
ス
の
整
備
は
、
外
部
発

注
で
は
な
く
、
組
合
職
員
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
コ

ン
セ
プ
ト
、
展
示
ス
ト
ー
リ
ー
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
考
案
し
、
小
学

校
低
学
年
か
ら
高
齢
者
及
び
障

害
者
等
、
多
様
な
来
館
者
に
対

応
で
き
る
コ
ー
ス
の
整
備
を
自

ら
行
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
、
未
来
に
向
け
、
市

民
に
ど
の
様
に
伝
え
て
い
く
か
、

新
た
な
環
境
都
市
を
形
成
す
る

た
め
に
必
要
な
の
は
、
持
続
可

能
な
社
会
へ
の
市
民
と
行
政
の

深
い
理
解
と
熱
意
、
そ
し
て
行

動
力
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

日
時
：
令
和
４
年
11
月
16
日
㈬

　

全
国
的
に
も
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
不
登
校
児
童
生
徒
で
す

が
、
福
生
市
で
は
不
登
校
対
策

強
化
と
し
て
令
和
２
年
４
月
に

不
登
校
特
例
校
分
教
室
、
福
生

第
一
中
学
校
７
組
が
開
校
。
不

登
校
児
童
生
徒
を
対
象
に
特
別

の
教
育
課
程
が
編
成
さ
れ
て
お

り
、
現
在
18
名
の
生
徒
が
通
学

し
て
い
ま
す
。
福
生
市
は
東
京

都
内
で
も
２
番
目
に
設
置
す
る

な
ど
、
い
ち
早
く
不
登
校
対
策

強
化
に
取
組
み
、
先
進
事
例
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
授
業

は
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
内
容
で
正
規
職
員

に
よ
っ
て
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
や

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

等
も
活
用
。
個
別
ス
ペ
ー
ス
や

サ
ブ
教
室
等
も
配
備
さ
れ
て
お

り
、
個
別
最
適
化
の
環
境
整
備

も
視
察
で
き
ま
し
た
。
担
当
教

員
か
ら
、
お
話
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
が
真
摯
に
生
徒
に

向
き
合
う
姿
勢
が
大
変
印
象
的

で
し
た
。

日
時
：
令
和
４
年
12
月
21
日
㈬

　

明
治
35
年
に
建
造
さ
れ
た
田

村
家
住
宅
は
、
酒
造
業
を
営
む

田
村
家
の
分
家
と
し
て
起
こ
っ

た
と
さ
れ
、
三
代
に
亘
り
現
在

の
場
所
で
生
活
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

ヤ
マ
ジ
ュ
ウ
と
い
う
の
は
屋

号
で
あ
り
仐
の
紋
が
屋
根
の
瓦

や
蔵
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

平
成
24
年
に
所
有
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
後
、
文
化
的
価
値
が

認
め
ら
れ
、福
生
市
が
取
得
、保

存
す
る
こ
と
と
な
り
、
整
備
を

行
い
、
現
在
、
一
般
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
の
当
時
の
様
子
を
う
か

が
え
る
貴
重
な
建
物
が
残
る
こ

と
は
有
益
な
こ
と
で
あ
る
と
と

も
に
、以
前
の
福
生
は
養
蚕
の
盛

ん
な
土
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
蔵

も
ま
だ
現
存
し
て
お
り
、
そ
の

用
途
も
多
様
で
あ
っ
た
と
の
調

査
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
有
形
文
化
財
が
保
存
さ

れ
、
福
生
市
の
財
産
と
し
て
、
多

く
の
方
々
の
見
学
や
教
育
教
材

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
貴
重
な
文
化
財
を
残

す
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲ジョンソンタウンにて

▲旧ヤマジュウ田村家住宅

▲議長会研究フォーラム

▲不登校特例校分教室を視察

５
月
現
在
）
の
建
物
が
、
住
居

用
・
店
舗
用
と
し
て
賃
貸
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

来
場
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も

き
ち
ん
と
用
意
さ
れ
て
お
り
、

安
心
し
て
散
策
や
お
買
い
物
が

で
き
る
の
も
魅
力
で
あ
り
、
当

市
の
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
に
資
す
る
こ
と
の
で
き
る

内
容
で
し
た
。

日
時
：
令
和
４
年
9
月
26
日
㈪

　

西
多
摩
衛
生
組
合
環
境
セ
ン

タ
ー
は
、
青
梅
市
、
福
生
市
、

羽
村
市
及
び
瑞
線
町
の
住
民
生

活
を
支
え
る
重
要
な
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
（
清
掃
工
場
）
で

す
。
平
成
24
年
に
「
西
多
摩
衛

生
組
合
環
境
セ
ン
タ
―
長
寿
命

化
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
諸
事

業
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、
今
後

の
20
年
を
見
据
え
た
取
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
計
画
に
基
づ
く

「
組
合
運
営
の
方
向
性
」
で
は

更
に
①
地
域
住
民
等
の
理
解

と
協
力
②
環
境
セ
ン
タ
ー
の
延

命
・
強
靭
化
対
策
③
フ
レ
ッ
シ
ュ

ラ
ン
ド
西
多
摩
の
維
持
・
改
修

対
策
④
災
害
対
策
の
強
化
と
新

た
な
価
値
の
創
出
な
ど
４
つ
の

活
動
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
①
の
具
体
策
と
し
て

「
令
和
３
年
度
西
多
摩
衛
生
組

合
環
境
セ
ン
タ
ー
環
境
学
習
拠

点
（
見
学
者
コ
ー
ス
更
新
）
整

備
事
業
」
が
決
定
さ
れ
、
令
和

４
年
６
月
１
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
。
今
回
は
こ
の
見

学
者
コ
ー
ス
を
中
心
に
視
察
。

　

｢

西
多
摩
衛
生
組
合
の
あ
ゆ
み｣

 ｢

環
境
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
役

割
と
取
り
組
み｣

「
ゴ
ミ
の
種

編集後記

令
和
4
年
度

視
察
＆
報
告

不
登
校
特
例
校
分
教
室

福
生
第
一
中
学
校
７
組

日
時
：
令
和
４
年
８
月
23
日
㈫

場
所
：
埼
玉
県
狭
山
市
・
入
間
市

　

狭
山
市
が
、
入
間
川
沿
い
の

公
園
に
民
間
の
協
力
を
得
て
、

令
和
３
年
に
、｢

入
間
川
に
こ

に
こ
テ
ラ
ス
活
性
化
事
業
」
と

し
て
、
テ
ラ
ス
（
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
）
を
公
園
の
一
角
に
オ
ー

プ
ン
し
た
も
の
で
す
。 

　

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
出
店
し
た

こ
と
に
よ
り
、公
園
利
用
者
や
近

隣
住
民
な
ど
は
、居
心
地
の
よ
い

空
間
と
し
て
利
用
し
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　

公
園
の
新
た
な
活
用
方
法
の

取
組
み
事
例
と
し
て
、福
生
市
の

今
後
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
等
の
向

上
の
参
考
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
タ
ウ
ン
」
と
は
、

国
道
４
６
３
号
沿
い
に
あ
る
元

米
軍
住
居
地
域
跡
地
全
体
の
こ

と
を
い
い
、
民
間
事
業
者
が
統

一
さ
れ
た
街
並
み
と
し
て
再
整

備
し
た
も
の
で
す
。

　

米
軍
ハ
ウ
ス
23
棟
、
平
成
ハ

ウ
ス
35
棟
、
日
本
家
屋
４
棟
、

セ
キ
ス
イ
Ｍ
７
棟
、
そ
の
他
10

棟
の
合
計
79
棟
（
２
０
１
７
年 ▲ニコニコテラス

▲西多摩衛生組合環境センター視察の様子

西
多
摩
衛
生
組
合

　
　
環
境
セ
ン
タ
ー


